
開催日時　：　　　2020（令和2)年　１月11日、18日、２月１日、８日、11日
開催場所　：　　　市原スポレクパーク、八幡球技場、姉崎サッカー場
※協力　　： クレンサスポーツアカデミー（成田市選抜の移動にマイクロバス貸出し提供あり）

1/11（土） 1/18（土） 2/1（土） 2/8（土） 2/1（土） 1/18（土） 1/11（土）

1 1
2 2 4 6
0 0

6
2

0 0
2 1Ｐ2 0 3

1Ｋ1 1

0　　　12  5P2
 1 4K2

1 0
4 2 1 0
1 7

0P3 2
0K5 5 　

2 4
4 1 優勝 君津市 1 1

0 2位 印旛郡市 5
3位 館山市
3位 浦安市

■シードの市の多くが一回戦敗退となる波乱の大会となりました

■相手ゴール前まで迫る成田：谷口選手（3回戦：対館山戦）　■PK戦で超人的セーブ連発の永村選手（２回戦：対柏戦）
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成田市は直前のアクシデントを跳ね返し３回戦迄進出し、館山市に敗れベスト８止まり

【大会概要】今年度の大会（男子）は、ラグビーワールドカップ日本開催の影響で冬開催となりました。参加数は全
24市町村で前回と同じながら成田にとって組合せが悪く初戦が市原市、次戦が柏市、そして隣に船橋市も控えている
側におり、厳しい戦いが予想されました。
しかも、初戦から主力不在で暗雲立ち込める状況でしたが、蓋を開けると大健闘、新戦力の活躍もあり２回戦迄突破。
隣の対戦ラインの船橋市が館山市に敗れた事で俄然上位入賞の可能性も見え大いに意気上がる勢いでした。
他にも市川市、千葉市など上位常連市が早々に姿を消すなど大会全体が波乱含みで何処が優勝するか混沌とした中で臨
んだ3回戦でしたが、善戦するも２－６で敗退。やはりベスト８となると急増守備陣では荷が重かったかもしれませ
ん。しかし、古木CAP曰く、それ故に団結力は過去一番のチームだったと締めくりました。
県民大会としてはシードの市川市や前年度２位の浦安市を破って決勝に進んだ君津市が、印旛郡市をも２－１で破り、
記念すべき令和初優勝の座に就き、波乱の大会の幕を閉じました。
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0 前半 0
1 後半 1

開催期日　　２０２０（令和元）年１月18日 開催場所　　　市原市　　スポレクパークグランドD
天　　　候　　雪 ピッチ状況　　表面湿　人口芝　　観客数（－)

■前半３分：右サイド深くから⑰谷口選手がドリブルで切り込んで挨拶代りのシュートを放つが枠を捉えられません。

監　督 徳永　誠克 監　督　　
コーチ 宇野　雅人／濱田　義彦／江角　覚 コーチ

位置 背番号 名前 位置 背番号 名前 所属/交代
GK 1 永村　達朗 GK 44 菅原　義弘
DF 8 古木　将平 DF 22 源田　周人
DF 18 久積　誠 DF 33 中村　雄太
DF 23 辻　将史 DF 13 石原　徹
DF 3 黒川　竜司 DF 6 関口　直之
MF 16 本田　哲也 MF 9 岡村　裕介
MF 14 斎藤　優太 MF 21 本間　大葵 ★後半OUT
MF 7 桑元　麟太郎 MF 27 中村　恭大
MF 11 溝口　大気 FW 11 阿部　涼太
FW 17 谷口　昆児 FW 10 中村　佑太
FW 10 土佐  倖太郎 FW 39 吉田　勇輝

ＳＵＢ ＳＵＢ
FW 13 田中　裕貴 GK 1 五十嵐達也
MF 6 坂谷　俊輔 MF 15 大胡　淳一

MF 17 後藤　好生
DF 5 福田　雄一
MF 18 松村　大樹 ★後半IN
DF 4 松村　健太
FW 30 橋下　達哉
MF 11 松島　悠
MF 8 石原　潤

写真準備中

■成田選抜2019、２回戦先発メンバー ■柏市選抜

☆後半１分：後半始まってすぐに試合が動きます。⑩土佐選手が相手ぺナエリヤ内で後方からチャージを受け倒れ
PKをもらいます。ベンチも思わずガッツポーズ。これを⑩土佐選手自ら蹴りこみ待望の先制点を奪います。

■後半９分：中央付近に再び⑩土佐選手が切り込み、相手DFと競り合いボールがこぼれます。それを左サイドから
走りこんできた⑱本田選手が取り込んで、そのまま絶妙のクロスをあげます、これを逆サイドに上がり絶妙のタイミ
ングで蹴りこみますが、残念ながら枠を捉えられません。

★後半28分：体力的に消耗のピークになりながらも、このまま試合終了かと思われた時間帯に最終ラインが破られ
ます。すかざずGK永村が飛び出し相手FW交錯しながらゴールを阻みますが無情にもホイッスルが鳴り、痛恨のPK
宣言。これを冷静に決められ土壇場で追いつかれます。試合終了間際だっただけに痛い同点弾でした。
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先制点奪うも追いつかれながらPK戦末に下して、ベスト８（３回戦）進出を決める

■前半10分：柏FW陣も逆襲します。成田陣内の中央ぺナエリヤ付近に侵入、成田守備陣も負けじと競り合い双方と
も転倒、いい位置で相手FKを与えてしまいますが、蹴った球は枠を大きく外れます。

【戦評／布陣】初戦から参加人数で不安視されましたが蓋を開けてみると市原市２－０で破り、２回戦に駒を進め難
敵柏市に挑みます。天候最悪の氷雨降るの中での一戦です。布陣は定番SB不在の中、久積を中心としサイドバック
に古木、黒川の守備陣、その前を桑元、斎藤のWボランチで固めます。MFは左：本田、右：溝口で１トップ気味に
谷口、土佐をその後方に置く４‐４‐２。柏市も同じ布陣。

1
●⑩⑦⑯⑪

■後半30分：後半終了間際にCKをもらいますが守備陣にはじき返され１－１のままPK戦となりました。

■PK戦：先行は柏市、柏も成田も枠を外した２巡目からGK永村選手が神がかり的セーブを連発します。柏の２・３
番手を連続で止め４巡目を終えた段階で２－１、柏市５番手を阻めば勝利の場面で、冷静にコースをよみ正面で止め
て試合終了。終わってみればPK５人中３人もGKブロックで勝ち取った薄氷の勝利でした。

PK 12
成田市代表 柏市代表⑨㊴⑭㉗⑩

×××〇×

■前半27分：双方拮抗した時間が過ぎる中、成田に前半最大のチャンスが訪れます。土佐選手が相手Pエリヤ前で倒
され、いい位置でFKをもらいます。しかし、これも得点にはならず０－０で前半は終了。

－○×○×

SALVATORE／市川クラブ

玉造SC★後半OUT

市川クラブ

成田UNITED

習志野クラブ

玉造SC

習志野クラブ

ガンナーズ

所属/交代

玉造SC/習志野クラブ

★後半IN

玉造SC★後半IN



3 前半 0

3 後半 2
開催期日　　２０２０（令和元）年２月１日 開催場所　　　市原市　　八幡公園グランド
天　　　候　　曇り ピッチ状況　　表面湿　人口芝　　観客数（－)

★前半21分：左Pエリヤ手前FKの場面で、強烈なシュートをGKが触りますが、勢い止められず追加点を奪われます。
★前半25分：右CKでフォアポスト側に蹴りこまれ成田守備陣のクリヤも弱く、頭でねじ込まれ３点目献上。

・後半４分：左CKからGKがはじきだした玉を再びもちこまれ危機を迎えますが、GKが飛び出し難を逃れます。

監　督　　高橋　利光 監　督 徳永　誠克
コーチ 戸室　典悦 コーチ 宇野　雅人／濱田　義彦／江角　覚

位置 背番号 名前 位置 背番号 名前 所属/交代
GK 1 佐藤　大輝 GK 1 川島　紘大
DF 19 高橋　悦郎 DF 8 古木　将平 玉造SC/習志野クラブ

DF 4 佐藤　広輝 DF 18 久積　誠 ガンナーズ

DF 7 本宮　充 DF 23 小松　暁弘
DF 11 田邊　佳哉 DF 2 黒川　竜司 玉造SC/後半OUT

MF 8 児玉　昇 MF 9 本田　哲也 習志野クラブ

MF 16 鶴谷　将也 MF 14 斎藤　優太
MF 20 飯塚　翼 MF 19 坂谷　俊輔 後半25OUT

MF 17 安藤　大樹 MF 11 溝口　大気 市川クラブ

FW 14 遠矢　麗 FW 21 谷口　昂児 玉造SC

FW 3 川名　大政 FW 10 土佐  倖太郎 SALVATORE／市川クラブ

ＳＵＢ ＳＵＢ
DF 2 本橋　海斗 MF 12 日當　耕生 後半25IN

FW 5 中田　慶 MF 7 野平　直克 後半IN

DF 6 羽石　海瑠
MF 10 関　奈旺哉
MF 22 船戸　巧
DF 13 鈴木　佑典
DF 9 島本　豊大

写真準備中

■館山市選抜 ■成田市選抜2019、３回戦イレブン

所属/交代

★前半２分：急造守備陣がどの位耐えられるかでしたが、立上り早々、右サイドからのクロスを頭で合わせられて失
点。その後もMFが中央付近で裏にパスをとおされ、DF追走も振り切られてシュートまで持ち込まれますが、これは
GKがはじきます。何とか館山市の先手の勢いを止めたい所です。

☆後半１分：後半開始すぐに、Pエリヤに侵入した谷口がつぶれ役でGKとDFひきつけ、⑪溝口がいい位置でボール
をもらうが後ろから倒されてPKをもらいます。これを土佐が決めて１点返します。追撃モードに切り替わります。

★後半15分：左サイドに侵入された後、アーリークロス気味にDF裏に落とされながら成田DFも競り合いルーズボー
ルになったところを蹴りこまれて、ゴール左隅に決められ４点目を入れられます。

・後半26分：Pエリヤに侵入され、強烈なシュートを打たれます。これがクロスバー直撃で跳ね返ったところを再び
頭であわされますがGKがナイスキャッチし危機を脱します。

★後半20分：成田側の運動量が落ち守備ラインが低くなった時間帯にDF裏に落とされたボールを、そのままシュー
トされ、５点目を献上、このあたりで敗色濃厚となります。

☆後半31分：成田攻撃陣が奮起します。相手Pエリヤ左手前で得たFKを本田選手が前線で待つFW陣に蹴りだしま
す、これを谷口選手が走りながら頭で合わせる意地のシュートで２点目を入れますが、成田の攻撃もここまで。後半
35分に６点目を入れられて試合は２－６で終了。2019年度成績は善戦しながらもベスト８止まりとなりました。

後半10OUT
後半28OUT

後半OUT

後半IN
後半28IN

後半OUT

館山市代表 成田市代表

・前半13分：成田に好機が訪れます、⑪溝口選手が、相手陣内まで持ち込んで絶好位置で強引にシュート、これを
相手GKがパンチングしてこぼれたボールを再び蹴りこみますがシ枠を外れます。

後半30IN
後半10IN

後半16IN

2

第６９回 千葉県民体育大会サッカー競技(男子)（3/3）

館山市相手に善戦するも３回戦（ベスト８）で力尽きる

【布陣他】３回戦の相手は船橋市を２－１で退けて勝上がってきた館山市。数揃わずとはいえ船橋相手に２得点の攻
撃陣が警戒され、成田は急造守備陣でいかに守り、少ないチャンスで得点できるかがポイント。布陣は４－２－３－
１、守備陣は左から古木、小松、久積、黒川で固め、ボランチに左：斎藤、右：坂谷、左MFは本田、右MF溝口、
トップ下土佐、１TOPに谷口、攻撃を前４人で組上げ、守備をボランチ含み６人で耐える形で挑みます。
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